
変圧器を長期間使用すると、以下の様な不具合が
発生している可能性が有ります。

　 【不具合事例】

　①碍子に破損や亀裂。

　②保護機器からの漏油、錆の発生。

　③パッキンの劣化による漏油。

　④錆の発生。

PointⅠ
　①碍子の破損や亀裂の有無を点検。
　②保護機器、③変圧器本体、④放熱器等の
　　錆の発生や漏油の有無を点検。　　 
　⑤端子箱内への水の侵入や端子台の異常を点検。

PointⅡ
　①外部点検の結果から、状況写真、修繕内容、

　　修繕見積もりをまとめ、点検報告書を提出。

　②点検報告書に基づき、お客さまで修繕計画を

　　立案。
③不具合箇所の修繕を実施。

お問合せ先：【電機営業部】〒810-0004　福岡市中央区渡辺通2丁目1-82(電気ビル北館11F)

TEL(092)771-7851 FAX(092)715-0395

～機器を点検し不具合箇所の発見！～

変圧器外部点検をすることで碍子の破損、変圧器ケース等の錆、パッキンからの漏油を

早期に発見し修繕をすることで、変圧器の延命化や信頼性の向上に繋げることです。

①碍子

の不良

③漏油

④錆

②保護機器
の不良

【変圧器不具合事例】
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【外部点検個所】
碍子、保護機器、変圧器本体、

放熱器等、端子箱
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③修繕工事を実施
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⑤

変圧器外部点検とは

九州電力グループ

未来をみつめる創造企業


